








ンはパターン 2，3，4，5の 4つに分類され，最終段階のパターン 5を被験者全員が獲得して
いなかった．記録については，パターン 5のグループの平均記録は 14.7mであり全国平均を上
回る結果であり、動作パターンが 5になるにつれて記録が向上するという結果であった． 











男子の記録は小学校 5 年生，中学校 2 年生ともに横ばい傾向であり，女子は向上傾向であり，


























































































況について，ハンドボール投げの投げ方を 5つのパターンに分類した結果，パターン 2が 2名，






表 1 ハンドボール投げのパターンと記録の平均 
 
人数 記録の平均（ｍ） 
パターン 1 0 - 
パターン２ 2 9.0 
パターン３ 6 11.0 
パターン４ 5 12.8 
パターン５ 9 14.7 
全体 22 12.7 
 
次に、飛行機投げのパターンはパターン 2が 1名，パターン 4が 21名の 2パターンであった
（表 2）． 
表 2 飛行機投げのパターンと記録の平均 
 
人数 記録の平均（ｍ） 
パターン１ - - 
パターン２ 1 3.5 
パターン３ - - 
パターン４ 21 9.0 
パターン５ - - 
パターン 4の記録の平均は 9.0mであったが，パターン 2が 1名(3.5m)であった． 
また，ハンドボール投げと飛行機投げの動作パターンはハンドボール投げが 4つのパターン，
飛行機投げが 2つのパターンに分類された．パターン数の異なる 2つの動作の記録の関係を検









パターン 5 を被験者全員が獲得していなかった．記録については，被験者全体の平均は 12.7m
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 ※日本運動・スポーツ科学学会第 25回大会にてポスター発表を行った研究である。 
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